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平成１９年３月期（単独・連結）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成19年3月期(平成18年4月1日～平成19年3月31日)の業績予想について、平成18年5月8日付当社「平

成18年3月期個別財務諸表の概要」、｢平成18年3月期決算短信（連結）｣にて発表いたしました業績予

想を下記のとおり修正いたします。 

 

１．平成１９年３月期 単独業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） ４８,５００ １,０００ ４８０ 

今回修正（Ｂ） ４５,４００    ３００ １２０ 

増減額（Ｂ－Ａ）  ▲３,１００    ▲７００    ▲３６０ 

増 減 率（％） ▲６.４  ▲７０.０ ▲７５.０ 

前年実績（参考）    ４５,８０８ ８９６ ４５７ 

 

(２) 修正理由 

   売上高につきましては、薄型テレビを中心としたデジタル AV 機器、白物家電を中心とした

家電製品の売上は大きな伸びをしめしましたが、当社は市場においても伸び悩んでいるパソコ

ンおよび関連商品の販売比率が高いこともあり、その不振を補うことはできませんでした。さ



 

らには下期の新規出店を見据え、スクラップ＆ビルドを推進し 3店舗の開店に対し、商圏が重

なる４店舗を閉鎖するなど閉店を先行させたことにより、45,400 百万円（当初予想比：3,100

百万円の減少）となる見込みであります。 

   経常利益につきましては、上記スクラップ＆ビルトの費用や、下期の新規出店の為の人員

確保、又、戦略的な販促費の増加などにより 300 百万円（当初予想比：700 百万円の減少）と

なる見込みであります。 

   中間純利益につきましては、上記スクラップ＆ビルトによる固定資産除却損（33 百万円）

などにより 120 百万円（当初予想比：360 百万円の減少）となる見込みであります。 

 

(３) 通期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

                         （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） １０１,５００ ２,７００ １,３３０ 

今回修正（Ｂ）  ９８,４００ １,８００ ７２０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲３,１００ ▲９００ ▲６１０ 

増 減 率（％） ▲３.１ ▲３３.３ ▲４５.９ 

前年実績（参考）    ９５,３４２ ２,３３８ １,２９８ 

 

（４） 修正理由 

通期の業績見通しにつきましては、下期新規出店などの新規出店など、中間期業績の未達

や新規出店に係るオープニングコスト等を勘案し、売上高 98,400 百万円（当初予想比：3,100

百万円の減少）、経常利益 1,800 百万円（当初予想比：900 百万円の減少）、当期純利益 720 百

万円（当初予想比：610 百万円の減少）となる見込みであります。 

 

２．平成１９年３月期 連結業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） ６４,２００ １,３００ ６４０ 

今回修正（Ｂ） ５９,０００ ５００ １６０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲５,２００ ▲８００ ▲４８０ 

増 減 率 ▲８.１ ▲６１.５ ▲７５.０ 

前年実績（参考） ５６,１５０ １,２３０ ５３８ 

 

(２) 修正理由 

   中間期の連結の業績見通しにつきましては、上記単独業績の修正理由に加えまして、

当社連結子会社のうち、e コマース部門を担うイーネット・ジャパンと、音楽 CD、DVD
部門を担う WAVE の業績不振の影響により、売上高、経常利益、中間純利益は、それぞ

れ 59,000 百万円（当初予想比：5,200 百万円の減少）、500 百万円（当初予想比：800 万

円の減少）、160 百万円（当初予想比：480 百万円の減少）となる見込みであります。 



 

 
(３) 通期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

                 （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） １３４,５００ ３,６００ １,８００ 

今回修正（Ｂ） １２９,０００ ２,３００  ９２０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲５,５００ ▲１,３００ ▲８８０ 

増 減 率 ▲４.１ ▲３６.１ ▲４８.９ 

前年実績（参考） １１８,０１２ ３,０８０ １,６０８ 

 

（４）修正理由 

   通期の連結業績予想につきましては、単独の業績予想に記載に加え、業績不振の連結子会

社の収益力改善に相応の期間を要すると考えられることから、売上高、経常利益、当期純利

益は、それぞれ 129,000 百万円（当初予想比：5,500 百万円の減少）、2,300 百万円（当初

予想比：1,300 万円の減少）、920 百万円（当初予想比：880 百万円の減少）となる見込み

であります。 
 

３．ご参考：前期の実績（平成 16 年 4月 1日～平成 17 年 3月 31 日） 

 

   （前年単独業績の実績） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期（4／1～9／30） ４５,８０８ ８９６  ４５７ 

通 期（4／1～3／31） ９５,３４２ ２,３３８  １,２９８ 

 

（前年連結業績の実績） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期（4／1～9／30） ５６,１５０ １,２３０  ５３８ 

通 期（4／1～3／31） １１８,０１２ ３,０８０  １,６０８ 

 

 

以   上 

 


